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PD-8 高度炎症例に対する腹腔鏡下虫垂切除術
平崎憲範（順天堂大浦安・外）

PD-9 Interval appendectomy―手術困難症例の検討
常俊雄介（堺市立総医セ・救外）

PD-10 複雑性虫垂炎に対する待機的虫垂切除（IA）の治療成績と failure 症例の検討
横山康行（日本医大・消外）

ワークショップ
ワークショップ 1 敗血症・院内感染にいかに挑むか

第 1日目 3月 2日（木） 8：30～10：40 第 9会場 301
司会：渡邉 学（東邦大大橋・外）

大毛宏喜（広島大・感染症）
特別発言：草地信也（東邦大大橋・外）

WS1-1 多剤耐性アシネトバクターによるアウトブレイクの経験
藤森 聰（昭和大・消外）

WS1-2 当院における敗血症・院内感染対策 丸山 弘（日本医大多摩永山・外）

WS1-3 感染性膵・膵周囲貯留に対する院内感染対策の検証
山宮 知（昭和大・消内）

WS1-4 長期予後から検討した待機的肝胆膵手術における敗血症の意義
片寄 友（東北労災・外）

WS1-5 救急集中領域における急性血液浄化法の役割と意義
上野琢哉（東京医大八王子・集治）

WS1-6 当科における敗血症性ショックに対する PMX�DHP施行例の予後因子に関する検討
徳光幸生（山口大・消・腫外）

WS1-7 下部消化管由来DIC・敗血症に対する治療方針および敗血症新定義での再検証
山根祥晃（山陰労災・外）

WS1-8 急性腹症における菌血症 古賀睦人（大阪労災・外）

ワークショップ 2 腸閉塞症：診断から治療まで

第 1日目 3月 2日（木） 13：50～16：20 第 9会場 301
司会：古川 顕（首都大東京・放）

北川雄光（慶應大・外）
特別発言：北島政樹（国際医福大・副理事長/名誉学長）

WS2-1 絞扼性イレウスにおける腸管壊死の予測因子の検討
宇高徹総（三豊総合・外）

WS2-2 絞扼性腸閉塞の早期診断におけるCTの有用性
武藤満完（東北労災・外）

WS2-3 イレウス診断での造影CT読影法の検討
深江政秀（長崎県富江・外）
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WS2-4 造影 CTによる非壊死性絞扼性腸閉塞の診断
山田岳史（日本医大・消外）

WS2-5 腹腔鏡手術が有効であったイレウス症例の検討
谷脇慎一（筑後市立・外）

WS2-6 癒着性腸閉塞に対する腹腔鏡手術の検討
大矢浩貴（横須賀共済・外）

WS2-7 腹腔鏡下イレウス解除術の検討 宮坂 衛（市立旭川・外）

WS2-8 術後腸閉塞に対する腹腔鏡下手術の有用性
中村隆俊（北里大・外）

WS2-9 小腸腸閉塞腹腔鏡手術の長期成績と限界
小杉千弘（帝京大ちば総医セ・外）

WS2-10 絞扼性イレウスに対する腹腔鏡手術の治療成績
小林陽介（平塚市民・救外）

WS2-11 絞扼性腸閉塞に対する腹腔鏡手術の検討
木戸川秀生（北九州市立八幡）

WS2-12 閉鎖孔ヘルニア手術における腸管切除症例の特徴
関根慎一（富山大・消・腫・総外）

WS2-13 鼠径部ヘルニア嵌頓における腸切除の必要性に関する検討
田中 穣（済生会松阪総合・外）

WS2-14 当院における閉鎖孔ヘルニア 11 例の検討
内藤 敦（関西労災・外）

WS2-15 鼠径部ヘルニア嵌頓に対する腹腔鏡アプローチ
榎田泰明（前橋赤十字・外）

WS2-16 CTを用いた腸管切除を要する絞扼性イレウスの術前予測
坂本純一（北九州総合・外・消セ）

ワークショップ 3 破裂大動脈瘤

第 2日目 3月 3日（金） 9：00～10：20 第 2会場 503
司会：大木隆生（慈恵医大・外）

西巻 博（聖マ医大・心血外）

WS3-1 破裂性腹部大動脈瘤に対するEVAR 村上健司（聖マ医大・放）

WS3-2 当院における破裂性腹部大動脈瘤に対するステントグラフト治療
永瀬晴啓（平塚市民・外）

WS3-3 破裂性腹部大動脈瘤（RAAA）に対するEVAR第一選択の治療成績
森景則保（山口大・血外）

WS3-4 破裂性腹部大動脈瘤に対するEVAR first の治療成績
村上友梨（慈恵医大柏・外）

WS3-5 破裂性腹部大動脈瘤/腸骨動脈瘤に対する腹部大動脈ステントグラフト内挿術（EVAR）
48 例の治療成績 長谷聡一郎（川崎幸・血内治）

WS3-6 破裂性腹部大動脈瘤に対するステントグラフト後の腹部コンパートメント症候群の検
討 荻野秀光（湘南鎌倉総合・大動脈セ）
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ワークショップ 4 破裂内臓動脈瘤

第 2日目 3月 3日（金） 10：20～11：30 第 2会場 503
司会：杉本幸司（神戸大・放）

内田英二（日本医大・消外）

WS4-1 当院で経験した破裂腹部内臓動脈瘤の検討
渡野邉郁雄（順天堂大練馬・総外）

WS4-2 破裂内臓動脈瘤の治療戦略 門野 潤（鹿児島大・心血管・消外）

WS4-3 破裂性内臓動脈瘤の治療成績 瀧澤玲央（慈恵医大・血外）

WS4-4 SAM（segmental arterial mediolysis：分節性動脈中膜融解）関連動脈瘤の自然史に対す
る後方視的多施設共同研究 下平政史（名古屋市大・放）

WS4-5 当院における SAMの画像的検討 村上健司（聖マ医大・放）

ワークショップ 5 術後出血

第 2日目 3月 3日（金） 9：00～10：30 第 10 会場 302
司会：三浦弘志（日野市立・放）

海野倫明（東北大・消外）
特別発言：桑野博行（群馬大・外）

WS5-1 膵頭十二指腸切除術後の仮性動脈瘤破裂に対する治療戦略
工藤大輔（弘前大・消外）

WS5-2 膵切除術後腹腔内出血に対する診断・治療の進歩
青野高志（新潟県立中央・外）

WS5-3 当院における膵切除術後出血の検討 竹下雅樹（富山県立中央・外）

WS5-4 消化器外科術後出血に対する IVRの有用性
井口健太（横浜市大市民総医セ・消セ・外）

WS5-5 膵頭十二指腸切除後の腹腔内出血に対する治療成績
古川大輔（東海大・消外）

WS5-6 肝胆膵領域術後出血に対するアプローチ：再開腹か IVRか
酒井 望（千葉大・臓制外）

WS5-7 膵頭十二指腸切除術後の仮性動脈瘤破裂による腹腔内出血の検討
梶山 潔（麻生飯塚・外）

WS5-8 術後出血性病変に対するステントグラフト留置術の有用性について
穴井 洋（市立奈良・放/奈良県医大・放・

IVRセ）

WS5-9 膵頭十二指腸領域術後の経過中に生じた肝動脈破綻に対する IVR症例の検討
濱口真吾（聖マ医大・放）

WS5-10 悪性胆管狭窄に対する内視鏡的胆管metal stent 留置術後胆道出血例の検討
石井 優（昭和大・消内）
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ワークショップ 6 救急のチームワークとヒヤリハット

第 2日目 3月 3日（金） 14：00～15：30 第 10 会場 302
司会：金﨑周造（康生会武田・放）

塩見尚礼（長浜赤十字・外）
特別発言：横江正道（名古屋第二赤十字・総内）

WS6-1 当院へ腹部症状を主訴に受診した外国人傷病者の検討
田口 大（勤医協中央・救）

WS6-2 救命救急センターと周産期センターのコラボレーションとチームワーク
成田麻衣子（泉州救セ）

WS6-3 当院救命センターにおけるヒヤリハット解析と改善策について
塩見尚礼（長浜赤十字・外）

WS6-4 救急診療における画像診断医のコンサルテーションはどうあるべきか：診断から情報
伝達でヒヤリハットを減らすために 松本純一（聖マ医大・救）

WS6-5 腹部救急医療における外科医参加の継続的・包括的総合診療による危機回避
森脇義弘（雲南市立・地域総診）

WS6-6 チームパフォーマンスで安全を創る ～航空産業からの学び～
小濱圭祐（済生会千里・千里救セ）

ビデオワークショップ
ビデオワークショップ 1 上部・下部消化管 肝胆膵

第 2日目 3月 3日（金） 9：00～11：30 第 9会場 301
司会：三森教雄（慈恵医大・消外）

柏木秀幸（富士市立中央・外）
特別発言：上西紀夫（公立昭和・外）

VWS1-1 ゴールデンタイム超過後の特発性食道破裂に対する大網充填術
武野慎祐（宮崎大・外）

VWS1-2 当院における胃十二指腸潰瘍穿孔に対する治療法の変遷
牛田雄太（安城更生・外）

VWS1-3 腹腔鏡下胃癌手術におけるトラブルシューティング
稲木紀幸（石川県立中央・消外）

VWS1-4 SMA血栓塞栓症に対する逆行性血栓除去術
高木章司（岡山赤十字）

VWS1-5 当院の下部消化管穿孔に対する腹腔鏡手術成績の検討
中西 亮（平塚市民・外）

VWS1-6 潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下手術の工夫
河原秀次郎（慈恵医大柏・外）

VWS1-7 腹部救急外科領域における赤外観察カメラシステムを用いた術中 ICG蛍光法の活用
萩原信敏（日本医大・消外）

VWS1-8 当科における急性胆嚢炎に対する早期腹腔鏡下胆嚢摘出術の治療成績
下田陽太（川崎幸・外）


